
浄
水
場
発
生
土
有
効
利
用
技
術
の
展
開

西
武
造
園
株
式
会
社

浄
水
場
の
抱
え
る
現
状
の

課
題
と
技
術
の
概
要

一
般
的
な
浄
水
場
の
浄
水
過
程
に
は
、

河
川
・
湖
沼
な
ど
か
ら
取
水
し
た
原
水

に
凝
集
剤
を
添
加
し
て
凝
集
、
沈
殿
さ

せ
て
物
理
的
に
原
水
に
混
入
し
て
い
る

土
砂
を
取
り
除
く
工
程
が
あ
る
。
そ
の

際
沈
殿
し
た
も
の
を

「
浄
水
場
発
生

土
」
と
呼
び
、
そ
の
後
の
工
程
で
フ
ィ

ル
タ
ー
プ
レ
ス
機
と
い
わ
れ
る
機
械
で

加
圧
脱
水
さ
れ
、
脱
水
ケ

l
キ
と
し
て

廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

各
浄
水
場
か
ら
発
生
す
る
、
脱
水
ケ

ー
キ
の
収
集
運
搬
費
と
処
理
費
を
合
わ

せ
る
と
、
か
な
り
の
高
額
の
廃
棄
物
処

理
費
を
、
浄
水
場
と
し
て
負
担
し
て
い

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
処

理
を
産
廃
処
分
で
は
な
く
下
水
放
流
す

る
方
法
も

一
部
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
際
の
下
水
道
負
担
金
は
高
額 事

業
開
発
部

清

水

遠

企
画
開
発
室
長

と
な
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
混
合

物
が
混
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
下
水
道

由
来
の
発
生
土
の
排
出
量
を
増
や
す
こ

と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
そ
の
処
理
コ

ス
ト
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
社
が
展
開
し
て
い
る
浄
水
場
発
生

土
有
効
技
術
は
、
廃
棄
物
処
理
を
行
う

金
額
と
同
等
か
そ
れ
以
下
の
金
額
で
、

浄
水
場
発
生
土
の
再
資
源
化
が
可
能
で

あ
る
と
と
も
に
、
発
生
土
の
処
理
を
内

製
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

最
終
処
分
場
の
受
入
状
況
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
、
事
業
の
持
続
性
、
継
続
性
の
観

点
か
ら
も
有
益
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
前
述
し
た
、
沈
殿
し
た
浄
水
場

発
生
土
を
脱
水
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ

ス
機
は
非
常
に
高
額
で
、
償
却
期
間
も

長
い
も
の
が
多
く
、
い
く
つ
か
の
自
治

体
で
は
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ
ス
機
自
体
が

更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
長
期
的
な
人
口
動
向
を
鑑

み
る
と
設
備
投
資
の
目
処
が
立
っ
て
い

な
い
現
状
も
あ
る
よ
う
だ
。
当
社
の
再

資
源
化
技
術
で
は
、
高
額
な
フ
ィ
ル
タ

ー
プ
レ
ス
機
に
よ
る
脱
水
を
必
須
と
し

な
い
た
め
に
、
浄
水
場
に
と
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い

る。技
術
の
詳
細
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浄
水
工
程

一
「
」

「
エ
コ

ポ

l
チ
」
と
い
う
製
品
を
利
用

し
て
脱
水
す
る
。

「
エ
コ
ポ

l
チ
」
（写

真
）
は
当
社
の
協
力
会
社
で
あ
る
株
式

会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
ソ
リ

ュ
l
シ
ョ
ン
が

特
許
（
特
許
第
四
九
六
四

O
八
三

号
）
を
も
っ
製
品
で
、
フ
ィ
ル
タ
ー
効

果
に
優
れ
た
透
水
フ
レ

コ
ン
で
あ
る
。

脱
水
性
能
に
も
優
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
排
出
さ
れ
る
ス
ラ
リ

l
の
量
に
応
じ

て
増
や
す
こ
と
で
、
脱
水
を
行
う
。

エ
コ
ポ

i
チ
を
用
い
て
脱
水
を
行
う

こ
と
は
、

るトメ非的 コ
。がリ常にス
フあッにはト

工が が理物しに l り 前 ラ 発 水で用 l浄 一
法 、 ー さとてよプフ述リ生工あすと水図
： 担当般れし、 りレイの l す程るるい工 1 -
C 社的るて廃脱スルと’るか 。 も わ 程 に 次

は
はのだ の 処棄水械タお、スら浄のれの示処

る結す理
凝果と（
集排お脱
沈出り水
殿さ当工
物れ社程
をるの）

有ス 工
効ラ法
利リは

工法活用範囲

ィ
ル
タ

l
プ
レ

ス
機
に

代
表
さ

れ
る
脱

水
装
置

は
非
常

に
高
価

で
、
導

入
へ
の

ハ
ー
ド

ル
は
」
局

図1

エコポーチ
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い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
浄
水
場
で
は
、

天
日
乾
燥
床
を
利
用
し
た
脱
水
方
法
も

多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、

脱
水
後
の
ス
ラ
リ
l
の
取
り
扱
い
が
容

易
で
は
な
い
。

エ
コ
ポ

l
チ
を
利
用
す

れ
ば
、
必
要
な
浄
水
量
に
応
じ
て
施
設

を
改
変
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
、
特

に
長
期
的
に
み
て
人
口
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
自
治
体
や
、
水
道
事
業
の
集
約
に

よ
る
広
域
化
を
目
指
す
自
治
体
で
は
、

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

二
．
製
造
工
程

エ
コ
ポ

l
チ
で
脱
水
し
た
ス
ラ
リ
ー

に
、
水
分
調
整
剤
と
し
て
の
ロ

l
ム
士
、

コ
コ
ピ

l
ト
、
パ

l
ラ
イ
ト
な
ど
を
混

合
し
タ
ー
ボ
ミ
キ
サ
ー
で
撹
持
す
る
こ

と
で
、
図
2
の
製
造
フ
ロ

I
に
示
す
と

お
り
植
栽
土
壌
化
し
て
い
く
。
そ
の
際

の
土
化
技
術
に
は
、
当
社
が
他
社
と
共

同
で
保
有
し
て
い
る
特
許
技
術
（
特
許

第
四
八
一

O
二
六
O
号
）
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
工
法
を
用
い
て
製
造
さ

れ
た
植
栽
土
壌
は
、
現
在
流
通
し
て
い

る
山
か
ら
採
取
さ
れ
た
土
壌
と
比
べ
る

と
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一

つ
目
は
そ
の
物
理
的
、
化
学
的
性
能
が

一
定
で
あ
る
こ
と
で
、
工
場
内
で

一
定

の
品
質
に
保
た
れ
た
も
の
を
製
造
し
て

い
る
た
め
に
、
製
品
に
よ
っ
て
性
能
が

変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
施
工
時
に
も
一

定
の
品
質
を
保
っ
た
施
工
が
可
能
と
な
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る
。
二
つ
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に

あ
っ
た
土
壌
条
件
の
土
を
作
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
製
品
の
配
合
を
変
え
る
こ
と

で
、
排
水
性
に
富
ん
だ
も
の
や
、
保
肥

力
を
強
化
し
た
も
の
な
ど
の
オ
ー
ダ
ー

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
つ
目
は

雑
草
の
種
の
混
入
が
無
い
こ
と
で
あ
り
、

施
工
を
行
う
際
に
は
維
持
管
理
の
手
間

の
軽
減
に
効
果
が
あ
る
。

他
に
も
、
製
造
後
フ
レ
コ
ン
に
入
れ

た
形
で
保
管
、
運
搬
で
き
る
こ
と
か
ら
、

特
に
都
市
部
で
の
施
工
の
際
に
施
工
性

が
よ
く
作
業
効
率
が
上
が
る
な
ど
の
利

点
が
あ
る
。

製造工程フロー

三
．
環
境
保
全
の
効
果
と
今
後
の
展
開

こ
れ
ま
で
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を
中
心

に
こ
の
事
業
の
効
果
を
述
べ
て
き
た
が
、

こ
の
工
法
に
は
環
境
保
全
の
効
果
が
非

常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

も
と
も
と
植
栽
工
事
に
用
い
ら
れ
る

土
壌
は
、
山
な
ど
を
切
り
崩
し
採
取
さ

れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
本
工

法
を
用
い
て
製
造
さ
れ
た
植
栽
土
壌
は

河
川
な
ど
に
流
れ
出
た
土
砂
や
、
湖
沼

に
溜
ま
っ
て
い
る
土
砂
を
浄
水
過
程
で

取
り
出
し
た
も
の
を
利
用
し
て
い
る
の

で
、
環
境
へ
の
影
響
は
非
常
に
少
な
い

と
考
え
る
。
今
後
は
ス
ラ
リ
ー
を
植
栽

土
壌
化
す
る
際
に
利
用
す
る
副
資
材
に

図2

も
、
さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
資
材

と
し
て
流
通
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ま
た
本
技
術
を
用
い
る
と
、
湖
沼
の

し
ゅ
ん
せ
つ

波
深
の
際
に
発
生
す
る
汚
泥
の
有
効

活
用
や
、
工
場
内
浄
水
場
で
の
発
生
土

の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
活
用
の
場
所
は

ま
だ
ま
だ
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
社
は
一

O
年
前
か
ら

「人
と
み
ど

り
の
環
境
創
造
サ
ー
ビ
ス
企
業
」
と
し

て
み
ど
り
の
魅
力
を
活
か
し
、
お
客
様

に
。
や
す
ら
ぎ
。
。
感
動
。
。
ほ
ほ
え

み
。
を
提
供
す
る
こ
と
を
企
業
理
念
と

し
て
、
事
業
展
開
を
し
て
き
た
。
現
在

の
環
境
の
時
代
と
い
わ
れ
る
世
の
中
に

お
い
て
、
事
業
活
動
を
通
し
て
環
境
負

荷
を
軽
減
で
き
る
技
術
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
当
社
の
役
割
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

清
水
遠
．
し
み
ず

昭
和
四
七
年
生
ま
れ
。

平
成
八
年
三
月
信
州
大
学
農
学
部
森
林
科
学

科
卒
業
。

平
成
八
年
四
月
西
武
造
園
株
式
会
社
入
社
。

入
社
以
来
、
造
園
の
施
工
管
理
業
務
に
携
わ
り

平
成
二
五
年
よ
り
企
画
開
発
業
務
と
し
て
新

規
事
業
開
発
業
務
に
携
わ
る
。

趣
味
一
料
理

ひ
ろ

No.772/ APRIL.20 l 9 26 国立公園


